
プロジェクトの概要
本事業は、「養殖DXの推進により、若者

が集まり活気づく海と生きる地域社会の実
現」をビジョンに掲げ、ブリ養殖を柱とした新
たな養殖産業を長崎の地から創出し、それ
によって雇用が生まれ、若者が定着し活気
づく地域の構築を目指す。ブリ養殖の技術
を高度化し、海外への「JAPAN鰤」販売も
視野に入れた生産販売体制を整えるために
は、最新の水産学、海洋工学、社会科学
からの総合知を導入した分野横断的イノベ
ーションが必要である。「作業を変える」、「育
て方を変える」、「働き方を変える」の３つの
視点から養殖業の産業化を推し進め、日本
人の魚食の回復と世界中の人々の健康に
貢献する持続的水産食料生産の拠点を長
崎に形成する。

拠点名称：「ながさきBLUEエコノミー」海の食料生産を持続させる養殖業産業化共創拠点
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